
し
、
専
門
医
の
い
る
病
院
に

即
入
院
。
抗
が
ん
剤
治
療
が

始
ま
り
Ａ
さ
ん
は
一
命
を
取

り
留
め
ま
し
た
。

　

40
代
の
別
の
男
性
Ｂ
さ
ん

は
、
視
力
低
下
に
つ
な
が
る

視
神
経
疾
患
を
発
症
。
18
年

勤
務
し
た
軽
作
業
の
職
を
失

い
、
困
窮
状
態
に
陥
り
ま
し

た
。
軽
い
肝
機
能
障
害
と
脱

水
症
状
で
西
淀
病
院
に
救
急

搬
送
さ
れ
た
際
、
Ｂ
さ
ん
は

無
保
険
で
所
持
金
は
20
円
。

預
金
口
座
も
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
済
的
理
由
で

受
診
が
遅
れ
て

　

独
り
暮
ら
し
の
女
性（
50

代
）も
体
調
悪
化
が
き
っ
か

け
、
貧
困
と
格
差
を
な
く

し
、
生
存
と
健
康
の
権
利
を

保
障
す
る
政
治
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

黒
字
で
も
２
年

連
続
で
値
上
げ

　

76
万
人
が
加
入
す
る
大
阪

市
の
国
保
料
は
、
年
収
３
１

２
万
円（
所
得
２
０
０
万
円

＝
家
族
４
人
）の
モ
デ
ル
世

帯
で
年
額
40
万
円
を
超
え
、

月
額
20
万
に
満
た
な
い
所
得

で
も
３
万
４
千
円
と
な
り
、

り
２
万
円
以
上
の
保
険
料
値

上
げ
に
な
り
ま
す
。
昨
年
10

月
の
市
議
会
で
こ
の
点
を
指

摘
し
た
日
本
共
産
党
の
北
山

良
三
市
議
に
、
市
担
当
者
は

「
１
人
当
た
り
で
年
間
約
２

万
３
千
円
の
増
」
に
な
る
と

答
弁
。
北
山
市
議
は
、「
４

人
家
族
で
年
間
10
万
円
近
く

国
保
料
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
だ
。
絶
対
見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
厳
し
く
迫

り
ま
し
た
。

　

今
月
６
日
の
市
議
会
。
再

び
北
山
議
員
の
追
及
に
、
橋

下
市
長
は
「
国
保
が
都
道
府

県
に
移
る
際
に
は
繰
り
入
れ

が
問
題
に
な
る
。
介
護
保
険

が
本
来
の
姿
で
、
国
保
繰
り

入
れ
は
や
る
べ
き
で
は
な

い
」
な
ど
と
答
弁
。
橋
下
市

長
が
社
会
保
障
の
あ
る
べ
き

姿
だ
と
す
る
介
護
保
険
で

は
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
が
月
額
８
６
１
円
増
の
６

７
５
８
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
府
内
最
高
額
と
な
る
見

通
し
で
す
。

後
期
医
療
は
10

倍
の
負
担
増
も

　

安
倍
政
権
の
医
療
改
悪
も

負
担
増
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で

す
。
昨
年
４
月
、
70
～
74
歳

国
保
料
を
滞
納

無
保
険
状
態
に

　
「
体
が
だ
る
い
…
」。
大
阪

市
西
淀
川
区
の
西
淀
病
院
に

電
話
を
掛
け
て
体
調
不
良
を

訴
え
た
男
性
Ａ
さ
ん（
40
代
）

は
、
離
婚
後
に
国
民
健
康
保

険
料
を
滞
納
し
、
無
保
険
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
今
す
ぐ
来
院
し
て
く
だ

さ
い
」。
当
時
、
西
淀
病
院

の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
だ
っ
た
辰
巳
徳
子
さ
ん
は

受
話
器
の
向
こ
う
の
男
性
に

語
り
掛
け
ま
し
た
。
翌
朝
窓

口
に
姿
を
現
し
た
Ａ
さ
ん
は

精
密
検
査
の
結
果
、
血
液
疾

患
で
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
と

判
明
し
ま
し
た
。

　
「
お
金
が
な
い
」。
困
惑
す

る
Ａ
さ
ん
に
低
所
得
者
で
も

受
診
し
や
す
い
無
料
低
額
診

療
制
度
が
あ
る
こ
と
を
説
明

ス
・
電
気
・
水
道
も
止
ま
っ

た
状
態
で
西
淀
病
院
に
た
ど

り
着
き
、
生
活
と
健
康
を
守

る
会
と
連
携
し
て
生
活
保
護

を
受
給
し
、
や
っ
と
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
医
師
政

策
機
構
の
調
査（
13
年
）に
よ

る
と
、
過
去
１
年
以
内
に
具

合
が
悪
く
て
も
医
療
受
診
を

控
え
た
こ
と
が
「
あ
る
」
と

回
答
し
た
の
は
４
人
に
１
人

に
当
た
る
26
％
に
上
り
ま

す
。
全
日
本
民
主
医
療
機
関

連
合
会
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
る
受
診
遅
れ
で
病
状
悪
化

し
死
亡
し
た
事
例
が
56
例

（
13
年
）あ
る
と
し
た
調
査
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
お
金
が
な
く
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
の
も
自
己
責
任

と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？
」

と
話
す
辰
巳
さ
ん
。
薬
代
が

払
え
ず
半
分
ず
つ
服
用
す
る

患
者
な
ど
、
格
差
と
貧
困
が

命
ま
で
危
険
に
さ
ら
す
現
状

を
変
え
る
こ
と
が
政
治
の
責

任
だ
と
訴
え
ま
す
。「
誰
も

が
等
し
く
人
権
と
し
て
の
医

療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に
向

け
で
、
住
み
込
み
勤
務
の
職

場
を
解
雇
。
ア
パ
ー
ト
に
移

り
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
立

て
て
き
ま
し
た
が
、
収
入
は

安
定
せ
ず
３
年
前
に
無
保
険

に
。
貯
蓄
も
底
を
突
き
、
ガ

「
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」
と

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
の
国
保
加
入
１
世

帯
当
た
り
の
平
均
所
得
は
全

国
平
均
よ
り
も
低
い
た
め
、

加
入
者
の
保
険
料
負
担
を
抑

え
る
た
め
、
市
は
一
般
会
計

か
ら
１
７
６
億
円（
14
年
度
）

を
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん

は
、
厚
労
省
も
「
国
保
法
で

は
禁
止
で
き
な
い
」
と
容
認

し
て
き
ま
し
た
が
、
橋
下
市

長
は
以
前
か
ら
一
般
会
計
の

繰
り
入
れ
を
や
め
る
べ
き
だ

と
主
張
。
過
去
３
年
間
で
国

保
会
計
が
２
５
６
億
円
の
黒

字
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
府
内
平
均（
の
保
険

料
）
に
近
づ
け
る
」
と
し

て
、
２
年
連
続
で
保
険
料
を

引
き
上
げ
た
の
で
す
。

　

こ
の
高
額
保
険
料
が
「
大

阪
市
解
体
」
に
な
れ
ば
、
さ

ら
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
市
が
廃
止
・
解
体
さ

れ
れ
ば
、
１
７
６
億
円
の
繰

入
金
を
投
じ
る
根
拠
が
崩

れ
、
単
純
計
算
で
１
人
当
た

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
た
の

に
続
き
、
政
府
は
今
月
３

日
、
医
療
費
削
減
の
新
た
な

仕
組
作
り
の
た
め
国
民
健
康

保
険（
市
町
村
国
保
）の
財
政

運
営
を
都
道
府
県
単
位
で
行

う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
医
療

保
険
制
度
改
悪
法
案
を
閣
議

決
定
。
現
役
世
代
の
入
院
給

食
費
負
担
増
や
政
令
改
定
に

よ
る
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

を
最
大
９
割
軽
減
す
る
特
例

措
置
を
17
年
度
か
ら
廃
止

し
、
２
～
10
倍
の
負
担
増
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
広
域
化
で
は
、
権
限

を
持
つ
都
道
府
県
が
、
市
町

村
の
医
療
実
績
を
反
映
し
た

納
付
金
と
標
準
保
険
料
率
を

決
定
。
自
治
体
は
医
療
費
抑

制
を
競
い
、
さ
ら
に
収
納
率

向
上
の
た
め
滞
納
対
策
強
化

も
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

西
淀
川
区
社
会
保
障
推
進

協
議
会
の
矢
野
正
之
さ
ん

は
、「
橋
下
市
長
に
よ
る
連

続
負
担
増
は
大
阪
市
解
体
と

国
保
広
域
化
を
先
取
り
し
た

も
の
で
、
そ
こ
に
市
民
を
守

る
視
点
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま

せ
ん
」
と
指
摘
。
大
阪
市
で

広
が
る
保
険
料
滞
納
者
へ
の

差
し
押
さ
え
の
実
態
を
続
け

て
告
発
し
ま
す
。

シリーズ

⑧
国
保
広
域
化
を
先
取
り

大
阪
壊
し
〝
橋
下
流
〟

―
―
維
新
政
治
を
問
う

命
と
健
康
脅
か
す
緊
急
事
態
に

患
者
負
担

入院時の食費を１食260円から460円に段階
的に引き上げ 16･18年度

紹介状なしに大病院を受診する場合は定額
負担（１回5000円～１万円程度） 16年度

混合診療を創設 16年度
75歳以上の後期高齢者保険料の軽減（最大
９割）を廃止 17年度

国
保

大阪市廃止で大阪市運営から５つの特別区でつくる一部
事務組合に引き継がれる
市町村が運営する国保を都道府県に移管 18年度

医
療
に
関
す
る
負
担
増
計
画

病
院
の
食
事
は
２
６
０
円
か

ら
４
６
０
円
に
自
己
負
担
が

増
え
ま
す


